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 テラヘルツ時間領域分光法(THz-TDS)の高速化は半導体材料や高分子材料など各種非破壊検査

応用にとって重要である。一般的な THz-TDS 装置では遅延ミラーの移動によってテラヘルツ発

生・検出用の近赤外パルス光の光路差を変化させることで時間波形を取得する。一方、安井らに

よって開発された非同期サンプリング法を基にした THz-TDS 装置では、繰り返し周波数のわずか

に異なる二つのパルスレーザーをテラヘルツ発生・検出用の近赤外パルス光源として用いること

で、短時間での時間波形の取得を実現している[1,2]。非同期サンプリング法は高速である一方で、

１回の時間掃引で得られる信号が微弱であるため信号の積算が不可欠である。積算時に時間波形

をなまらせずに取得するためには、二つのパルス光のタイミングジッターを極限的に小さくする

必要がある。そこで今回、我々は発振繰り返し周波数を極めて正確に制御したデュアルコム光源

をテラヘルツ発生・検出光源として用いることで、タイミングジッターを極限まで低減した非同

期サンプリング THz-TDS装置の開発を試みたので報告する。 

 テラヘルツ光の発生と検出には光伝導アンテナを用いた。光伝導アンテナの励起光源には二台

のエルビウム(Er)ファイバーレーザーを用い、それぞれ、キャリアエンベロップオフセット周波数

fCEOと、CWレーザーとのビート信号周波数 fbeatを参照周波数に安定化することで、正確に発振周

波数を制御した。図 1 に本装置によって計測されたテラヘルツ時間波形を示す。二つのレーザー

の繰り返し周波数の差の周期で現れるテラヘルツパ

ルス信号の検出に成功した。一方で、得られた信号

の周波数スペクトルには 54 GHz 以下の低周波数成

分しか含まれていないため、信号積算時に信号がな

まってしまったものと考えられる。現在、計測トリ

ガー制御やタイミング制御の改善を試みている。 
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図 1. 本手法で得られたテラヘルツ電場

の時間波形 
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